
 
 

蒜
山
高
校
学
校
新
聞 

蒜
高
タ
イ
ム
ズ

花
い
っ
ぱ
い
運
動
（
五
月
二
十
九
日
） 

蒜
山
高
校
生
４
４
名
、
蒜
山
高
校
の
教
職
員
１
２
名
、
蒜
山
中
学
校
生

７
名
、
蒜
山
中
学
校
の
先
生
方
３
名
と
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
学
校
間
の
垣
根
を
越
え
た
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
が
出
来
、
蒜
高
生
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
花
を

植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
は
千
寿
荘
、
蒜
山
慶
光
園
、
に
代
表
生
徒
が
持
っ
て

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
秋
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
蒜
山
地
域
が

益
々
多
く
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
。 

 

家
庭
訪
問
（
六
月
八
日
〜
） 

 

保
護
者
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
様
の
子
ど
も
達
へ
の
深
い
愛
情

を
知
る
こ
と
が
出
来
た
事
と
、
生
徒
の
学
校
生

活
の
様
子
も
お
伝
え
す
る
事
が
出
来
た
こ
と

が
何
よ
り
の
成
果
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

色
々
貴
重
な
ご
意
見
も
頂
き
ま
し
て
、
今
後
の

教
育
活
動
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

７月の予定 

３日（金)人権LHR（講演会） 

６日（月）～１学期期末考査 

１７日（金）終業式 

２１日（火）～夏季休業 

２１日（火）～夏季補習 

公
開
授
業
週
間
（
六
月
一
日
〜
） 

 

六
月
一
日
（
月
）
〜
五
日
（
金
）
に
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
公
開
授
業

週
間
で
す
が
、
前
年
を
六
倍
近
く
上
回

る
、
延
べ
２
９
名
も
の
参
観
を
頂
き
ま
し

て
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
校
内

で
も
教
員
相
互
の
授
業
力
向
上
に
役
立

っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
非
常
に
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
十
一
月
に
も
公
開

授
業
週
間
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
参
観
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

交
通
街
頭
指
導
（
六
月
十
五
日
〜
十
九
日
） 

  

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
教
員
・
生
徒
（
交
通
委
員
）
と
朝
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
た
街
頭
指
導
を
行
い

ま
し
た
。
高
校
付
近
の
四
カ
所
に
立
ち
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
、
危
険
区
域
の
把
握
を
行
い
、
更
な
る
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

交
通
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
五
月
二
十
九
日
） 

 

今
年
度
も
鳥
取
県
中
央
自
動
車
学
校
の

職
員
の
方
に
お
越
し
頂
き
、
交
通
安
全
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
自
転
車
班
と
原
動

機
自
転
車
班
に
分
か
れ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
実
際
に
運
転
し
な
が
ら
の
体
験
型
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
乗
り
慣
れ
て

い
る
つ
も
り
で
も
、
様
々
な
路
面
や
道
路

状
況
に
よ
っ
て
更
な
る
注
意
が
必
要
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

避
難
訓
練
（
六
月
十
九
日
） 

 

６
時
間
目
に
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
安
全
に
迅
速
に

避
難
す
る
練
習
と
と
も
に
、
自
衛
消
防
組
織
に
お
け
る
役
割

の
確
認
を
し
、
更
な
る
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

合
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
六
月
十
六
日
〜
二
十
日
） 

健
康
の
保
持
増
進
と
体
力
の
向
上
を
目
的
に
、
今
年
も
第
一
回
運
動
部
合
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
延

べ
４
１
名
。
４
０
０
ｍ
、
８
０
０
ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
と
、
段
々
と
長
く
な
る
距
離
に
向
上
心
を
か
き
立
て
ら
れ
、
い
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。 

校
内
球
技
大
会
（
六
月
十
八
日
） 

   

今
年
も
春
季
球
技
大
会
は
男
女
と
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。
ク
ラ
ス
や
チ
ー
ム
の
思
い
を
ボ
ー
ル
に
乗
せ
て
、
時
に
は
歓
声
、
時
に
は
悲

鳴
（
？
）
、
時
に
は
雄
叫
び
（
？
）
と
ど
の
対
戦
も
大
盛
り
上
が
り
の
球
技
大
会
で
し
た
。
本
年
度
は
男
子
が
３
Ｂ
、
女
子
は
３
Ａ
が
優

勝
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
団
結
や
ク
ラ
ス
内
の
絆
を
深
め
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
よ
り
生
徒
の
屈
託
の
な
い

笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
一
番
の
収
穫
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

  
       

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                 

 
 

 
   

  
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   
 
 

 
    

                                                       
 

 
蒜
の
子
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
六
月
五
日
）

 

蒜
の
子
会
の
運
動
会
に
３
年
生
の
池
田
早
希

さ
ん
、
久
保
田
さ
ん
、
白
川
君
が
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
楽
し
そ
う
に
参
加

し
て
い
る
裏
で
は
役
員
の
方
の
努
力
や
工
夫
が

あ
る
事
を
知
り
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
え
、
充
実
感
と

共
に
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
う
い
思
い
を
持
ち
ま

し
た
。 

第６３号 
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こんなの始めています  

「心のおと」（3年生） 

 
 

 

 

 
 

日常が自分に語りかける「心

の音」を、大切に大切に「心ノ

ート」に書き綴る。多感な高校

時代だからこそ、色んな葛藤を

抱きながら成長していく。嬉し

かった出来事も、後悔した気持

ちも全部ひっくるめて自分だ

から。今の自分と向き合うため

に。いっぱいいっぱい「心のお

と」に詰め込んで、今の気持ち

を決して忘れないように。あな

たの「心の音」が、誰かの心に

響く。そんな日が、いつかきっ

と来る。 

Tel:66 – 2016 

hiruzen07@pref.okayama.jp


